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１　はじめに	
 

１�

	

平成15年４月１日、先人たちから受け継いだ地域の歴史的課題であっ
た旧静岡・清水両市の合併が実現し、面積は国内最大(※)、人口は全国第
15位(※)の新たな「静岡市」が誕生しました。　�
  �
その後10年間で、新「静岡市」は蒲原町、由比町との合併や、県内初
の政令指定都市への移行、自治基本条例の制定などを行い、自主・自立的
な都市経営を行うための基盤を整備することができました。�
  �
また、それぞれのまちの歴史・文化的背景などへの相互理解が進む中で、
静岡と清水の安定給水のための水の相互運用事業の実施、ごみ処理問題の
解消、小中学校校舎・体育館の耐震工事の加速化など、市域全体の均衡あ
る発展を図り、新市の一体化を推進することができました。	
 
 	
 

　これらのことが実現したのは、合併前に「新市建設計画」の策定等を

行って合併後のまちづくりに備え、新市においてもこの計画等を尊重した

まちづくりを実施してきたことによります。	

　�

※　合併当時の状況	
 

 	
 



合併後の新市のまちづくりについては、合併前に、静岡市・清水市合

併協議会で「新市建設計画」を策定しました。	
 

「新市建設計画」は、平成１５年度から平成２４年度までの１０年間

の計画期間で、新市建設の基本方針や基本方針を実現するための施策等

で構成され、新市が実施する主要な事業として７８事業(※)が位置づけら

れています。	
 

合併後は、直ちに、まちづくりの最高指針となる総合計画の策定を、

「新市建設計画」等を踏まえながら行いました。	
 

そして、「第１次静岡市総合計画」が平成１７年４月１日からスター

トし、本格的な新市のまちづくりに着手しました。	

�

※　当初は７９事業でしたが、「新庁舎、危機管理センターの建設」事業は、政令�

　指定都市移行に伴う区役所の設置等を踏まえた事務体制の見直しにより、新庁舎�

　建設の必要性がなくなったこと、県立新体育館の東静岡地区への誘致を行う必要�

　が生じたことから、平成２０年度に市議会の議決を経て削除され、７８事業とな�

　りました。�
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２　「新市建設計画」を踏まえた新市のまちづくり	
 

２�

３　「新市建設計画」登載事業の実施状況	
 

（１）１０年間の成果について	
 

新市建設計画に掲げた７８事業のうち、約８割に相当する６４事業 
（事業費約３，６７０億円）が完了もしくは推進中となりました。 

（平成２５年３月３１日現在）	
 

 	
 



３�

清掃工場の建設（西ケ谷清掃工場）�

日本平動物園の再整備�

駿府(城)公園再整備�

上水道整備「水の相互運用事業」�
（柏尾配水池）�

【施策体系別実施概要】　	
 

１　人と地球に優しい快適生活環境の実現	
 

旧清水清掃工場老朽化への対応のため「清掃工場の建設」として西ケ谷清掃工場

を再整備し、新市全体の効率的な廃棄物処理を実現しました。	
 

また、水の相互運用事業等の「上水道整備」による旧静岡・清水双方での安定給

水の推進、子どもから大人までが動物の生態を分かりやすく楽しく見学できる「日

本平動物園の再整備」、静岡の歴史・風土を生かした全国に誇ることのできる「駿

府（城）公園再整備」などを行い、新市市民が快適に生活できる環境を整えました。	
 

　　　　　　【１４事業中１３事業が完了または推進中】	
 



城東保健福祉エリア�市立静岡病院の整備�

「山間地医療体制の充実」	

（清水両河内診療所）�

４�

２　市民が安心して活躍できる人間福祉の充実�

「北部地域保健福祉エリア（城東保健福祉エリア）」として、国立病院の

跡地に保健・福祉サービスを総合的に提供する拠点を整備しました。	
 

また、「市立静岡病院の整備」による老朽化していた病院の建替えと機能

強化、「山間地医療体制の充実」による清水区両河内地区への診療所の設置

などを行い、新市の保健、福祉、医療環境の充実を図りました。	
 

　　　　　　　　　　　　【１０事業中７事業が完了または推進中】	
 



登呂遺跡の整備�

５�

　教育施設の整備�

オペラハウス（マリナート）�

３　人格を高める文化創造と教育の充実�

「登呂遺跡の整備」による新市の貴重な歴史文化の継承や、「オペラハウ

ス」の建設（清水市民文化会館の建て替え）による、賑わいと文化の発信拠点

の整備を行いました。	
 

また、「教育施設の整備」により小・中学校の耐震化を完了させ、子どもた

ちが安心して学校生活を送れるようにするなど、地域に根ざした文化の創造と

教育環境の整備を図りました。	
 

　　　　　　　　　　　　【１３事業中８事業が完了または推進中】	
 

 	
 



主要幹線道路の整備（丸子池田線）�

６�

JR静岡駅前広場整備事業� 区画整理事業（JR清水駅西地区）�

４　新市全体の均衡ある発展のための多核型都市の形成 	
 

ＪＲ静岡駅前紺屋町地区や港町第二地区等の「市街地再開発事業」により、

静岡都心、清水都心における高次都市機能の集積を図りました。	
 

また、「ＪＲ静岡駅前広場整備事業」、「ＪＲ清水駅西地区区画整理事業」

により、静岡都心、清水都心の交通結節点となるＪＲ駅前広場等を整備して、

魅力的な「まちの顔」づくりを行いました。そして、「主要幹線道路の整備」

により、都市活動を向上させる都市内交通の充実強化を図るなど、１４０万余

の大都市圏を形成する中枢拠点都市にふさわしい、地域の特性を活かした多核

型都市の形成を図りました。	
 

　　　　　　　　　　【２７事業中２２事業が完了または推進中】	
 

 	
 



市民の森建設�

林道整備事業（林道川島線）�

７�

事務事業・政策評価システムの整備�
（事務事業市民評価会議）�

５　人、物、情報が活発に行き交う独自の中枢経済圏域の確立 	
 

「産業振興プランの策定」により新市の地域資源を最大限に生かした産業

振興方策を定めてこれに取り組むとともに、「日本平の総合的整備」により、

富士山を主景とした様々な景観により感動が広がる日本一の展望公園づくり

を進めました。	
 

また、新市が有する広大な森林資源や林業に対する市民理解を深めるため

の「市民の森建設」などを行い、新市の産業集積や恵まれた自然環境等を活

かした、独自の中枢経済圏の確立を図りました。	
 

【８事業全てが完了または推進中】	
 

６　市民満足のための高次・高質な行政の推進	
 

「事務事業・政策評価システムの整備」により行政の透明性を高めるとと

もに、コミュニティ事業への補助等の「コミュニティづくり」などを行い、

市民と行政の相互の信頼と適切な役割分担によるパートナーシップの確立を

図りました。	
 

【６事業全てが完了または推進中】	
 



（２）未着手事業について	
 
 	
 
「新市建設計画」に掲げた７８事業のうち、約２割に相当する１４事業
が、合併後の状況の変化などにより、事業化が困難になったり、事業の見
直しが行われ未着手となりました。（平成２５年３月３１日現在）�
  �
（事業例）�
「わんぱくドームの建設」、「スノボー練習場の整備」、「バーチャル水�
族館」�

（３）合併特例債の活用について	
 
 	
 
合併特例債は、「新市建設計画」に基づく事業に要する経費等について、
合併した年度およびこれに続く１０年度に限り借り入れができ、その返済
額の７０％が、後年度の地方交付税(※)の計算に算入される有利な地方債で
す。	
 
 本市においては、平成１５年度から平成２４年度までの１０年間で、総
額約５５８憶円を発行し、「新市建設計画」に基づく事業の推進に当たっ
て積極的に活用してきました。	
 
 	
 
※　地方交付税…地方が等しくその行うべき事務を遂行することができ 
　　　るように国が交付する税	
 

８�

４　おわりに	
 

本市は、合併後１０年間のまちづくり
によって、「政令指定都市としての基盤
整備」や「新市の一体化」という本市の
礎を築き、さらなる飛躍に向けたスター
トラインに立つことができました。	
 
 	
 
今後は、中部横断自動車道など、交流
人口増加を促進させる大規模社会資本整
備が進む中で、本市が持つ豊かな自然や
歴史遺産、特産品などの地域資源をより
価値あるものにみがきあげ、世界中から
人を集めるとともに、住む人が安心、安
全に生活を送れるようにして、「世界水
準の都市」を形成してまいります。	
 
 	
 
そして、この実現に向けては、行政だ
けでなく官民一体となった、「オール静
岡」の体制のもとで取組を進めます。	
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お問合せ先	
 
 	
 
静岡市企画課 
静岡市葵区追手町5番1号 
054-221-1287	
 

http://www.city.shizuoka.jp/index.html	
 


